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Exadata Cloud Machineは、クラウドのメリットを求めていても、国の法律、業界規制、企業方針、セキュリティ
要件、ネットワーク待機時間のためにデータベースをパブリック・クラウドに移動できないお客様、または緊密
に統合された他のオンプレミスITインフラストラクチャからデータベースを移動することが困難な企業に最適で
す。Oracle Gen 2 Exadata Cloud at Customerは、データベースをオンプレミスに配置する必要があるお客様に、
世界でもっとも高度なデータベース・クラウドを提供します。 

 
Exadata Cloud at Customer 

Exadata Cloud at Customerは世界トップのデータベース・テクノロジーともっとも強力なデータベース・プラッ
トフォームであるExadataを独自に組み合わせたものであり、クラウドベース環境の簡素性、敏捷性、弾力性を併
せ持っています。オラクルのExadata Cloud Serviceとまったく同じですが、お客様の自社データセンター内に配
置され、オラクルのクラウド・エキスパートによって管理されるので、オンプレミスであってもOracle Cloud 
Infrastructureのデータセンターであっても、お客様のExadataクラウド・エクスペリエンスに違いはありません。 

データベースおよびデータベース・オプション・ライセンスをすでに所有しているお客様は、それらをExadata 
Cloud at Customerにデプロイしてコストを最小限に抑えることができます。既存のデータベース・ライセンスを
所有していないお客様は、すべてのOracle Databaseの機能とオプションを有効化するOracle Database Enterprise 
Edition Extreme Performanceを使用して、最高のパフォーマンス、最高の可用性、もっとも効果的なセキュリ
ティとシンプルな管理を実現できます。どちらの場合にも、Exadataのすべての機能が含まれます。Exadata 
Cloud at Customerにデプロイされたデータベースは、既存のオンプレミス・データベースおよびOracle Cloud 
Infrastructureにデプロイされたデータベースと100 %の互換性があります。 

 
Gen 2の新機能 

Gen 2 Exadata Cloud at Customerにより、Exadata X8のハードウェアおよびOracle Cloud Infrastructure（OCI）コ
ントロール・プレーンの能力と柔軟性がExadata Cloud at Customerで実現します。Exadata X8ハードウェアに
よって、Exadata Cloud at Customerで最新のCPUが使用できるようになりストレージが増加すると同時に、スト
レージ・サーバーの多数のコアによってデータの復号化と処理が透過的に行われます。新しいコントロール・プ
レーンによってデプロイが簡素化され、お客様がシステムの価値を認識するまでにかかる時間が短縮されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

免責事項：本文書は情報提供のみを目的としています。マテリアルやコード、機能の提供をコミットメント（確約）するものではなく、購買を決定

する際の判断材料になさらないでください。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期については、弊社の裁量により

決定されます。 
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また、これにより、一貫性のあるユーザー・エクスペリエンス、同じWeb UI、コマンドライン・インタフェース
（CLI）、およびREST APIが両方のサービスで提供されます。さらに、Gen 2 Exadata Cloud at Customerは、ほとん
どのお客様が採用を計画する長期サポート・リリースである、Oracle Database 19cのサポートが追加されます。 

 
最高のクラウド・プラットフォームに設置した最高のデータベース 

Oracle Exadataは、過去10年間にわたり最高のデータベース・プラットフォームであり続けています。同様に、
Oracle Gen 2 Exadata Cloud at Customerは、最善のクラウド・データベース・プラットフォームです。オンライ
ン・トランザクション処理（OLTP）、データ・ウェアハウス（DW）、インメモリ・アナリティクス、および混
合/ハイブリッド・ワークロードに対し、究極のパフォーマンスとミッション・クリティカルな可用性、そして最
高のセキュリティを提供できるため、クラウドに最適なデータベース統合プラットフォームと言えます。 

 
最高のデータベース・テクノロジー 

Oracle Databaseは、OLTPおよび分析の両方に対応するもっとも人気が高く多様なデータベース・テクノロジーで
す。数十年に及ぶ技術革新により、世界中の数十万のミッション・クリティカルなデプロイメントでその能力は実
証済みです。Exadata Cloud at Customerは、企業で実証済みのこの強固なデータベース・テクノロジーを、ファイ
アウォールで守られたお客様のデータセンターでクラウドベースの使用モデルとして利用できるようにします。 

 
もっとも強力なデータベース・インフラストラクチャおよびプラットフォーム 

Exadata Cloudを提供するプラットフォームはOracle Exadataです。これは、Oracleデータベースをデプロイするう
えで最高のパフォーマンス、コスト効果、および可用性を提供するプラットフォームです。Exadataは、超高速の
InfiniBandネットワークによって接続されたスケールアウト・データベース・サーバーとスケールアウト・インテ
リジェント・ストレージ・サーバーを使用して、クラウド・アーキテクチャ用に一から設計されました。Exadata
では、ハードウェアやソフトウェアの高度なイノベーションがデータベース向けに提供されています。これは、
他の汎用コンバージド・システムとは一線を画すものです。 

 
クラウド自動化とサブスクリプション・モデル 

Exadata Cloud at Customerは堅牢なOracle DatabaseとOracle Exadataプラットフォームの上に、Oracle Cloud 
Infrastructureを強化するソフトウェアの容易な操作性、簡素性、柔軟性を追加します。組織は、ファイアウォー
ルで保護された自社データセンターのOracle Exadata上のOracle Databaseに、シンプルな使用/サブスクリプショ
ン・モデルの形でアクセスできるようになります。オラクルのエキスパートがお客様の代わりにOracle Exadataイ
ンフラストラクチャを管理するので、人的資源とIT管理コストを大幅に削減でき、ビジネスの成果の向上にITを集
中させることができます。Oracle Databaseの全機能とExadata Cloud at Customerにより、既存のアプリケーショ
ンも変更せずに、クラウド・モデルに素早く移行できます。Exadata Cloud at Customerにデプロイされたデータ
ベース・サービスのプロビジョニングと拡張はシンプルなWebインタフェースで推進されるので、お客様は、変
化するビジネス需要に迅速かつ柔軟に対応できます。 

 
Exadata：最高のデータベース・プラットフォーム 

Exadataハードウェア 

Exadata Cloud at Customerはさまざまなインフラストラクチャ・シェイプで提供され、多様なサイズのワーク
ロードをサポートします。Exadata Cloud at Customerベース・システムにより、コスト効率の良いExadataエント
リ・ポイントが提供される一方、従来のクォーター、ハーフ、およびフル・ラックのシェイプはほとんどのCPU処
理およびデータベース・ストレージ要件に対応できます。OCPUリソースのオンライン動的スケーリングはすべて
のExadata Cloud at Customerシェイプで使用できるため、お客様のお支払いは使用するOCPUに対してのみとな
り、従来購入していたプラットフォームと比較して大幅にコストを削減できます。 

 

おもな機能 

• 数回のクリックでデータベースを簡単
に素早くプロビジョニング 

• クラウド自動化ソフトウェアで管理を
軽減 

• アプリケーションに必要なコンピュー
ティング・コアだけをサブスクライブ 

• 必要に応じたスケール・アップやス
ケール・ダウン 

• オンプレミス・データベースおよび
Oracle Cloud Infrastructureデータベー
スとの100 %の互換性 

• Oracle Enterprise Managerと 

クラウドベースのセルフサービス自動化
によってデータベースを包括的に管理 

• Oracle Cloud Operationsによる 

Exadataインフラストラクチャの管理と
監視 

 

 

ビジネス上のおもなメリット 

• クラウドの簡素性とオンプレミスのデ
プロイメント 

• Webベースのデータベースのプロビ
ジョニングにより、市販化までの期間
を短縮 

• Bring Your Own License（BYOL）をク
ラウドに適用できるサブスクリプショ
ンベースの価格設定 

• 必要に応じたスケール・アップやス
ケール・ダウン 

支払は使用した分のみ 

• アプリケーションを変更せずに、既存
のデータベースを容易に移行 

• IT管理の軽減 

• 高速なローカル・ネットワーク接続に
より、パブリック・クラウドよりも速
い応答時間を達成 

• オンプレミスでのデプロイにより、コ
ンプライアンスとデータ主権の要件に
対応 

• 実証済みのミッション・クリティカル
なデータベースとプラットフォーム 

• OLTP、分析、ハイブリッド、統合ワー
クロードに対して卓越したパフォーマ
ンスを発揮 

• インフラストラクチャの操作ではな
く、ビジネスの向上にスタッフを注力
させることが可能 
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Exadata Cloud at Customerのすべてのシェイプは、強力なデータベース・サーバー、スケールアウト型のインテ
リジェント・ストレージ・サーバー、PCI NVMeフラッシュ、および大容量のディスク・ドライブ上に構築されま
す。データベースとストレージ・サーバー間の内部接続は、待機時間の短いInfiniBandファブリックで実現しま
す。Exadata Cloud at Customerシステムへの外部接続には、標準の10ギガビットまたは25ギガビット・イーサ
ネットを使用します。 

Exadataに実装されたRAM、フラッシュ、ディスク間で、データベース用に最適化されたデータ階層化が行われる
ため、他のフラッシュ・ベースのソリューションに比べて待機時間が短縮され、容量とパフォーマンスの両方が
向上します。Exadataの最適化された統合アーキテクチャには、InfiniBandベースの完全なスケールアウト型高速
PCI NVMeフラッシュ、ストレージへのデータ集中型操作のオフロード機能、およびデータベース用に特別に最適
化されたアルゴリズムが組み込まれており、フラッシュのみのストレージ・アレイはExadataのスループットに太
刀打ちできません。 

 
Exadataのソフトウェア 

従来のストレージ・アレイのボトルネックから解放されたExadataの比類ないパフォーマンスを実現するテクノロ
ジーが、Exadata Storage Serverソフトウェアです。このソフトウェアは、Exadataストレージ・サーバーを強化
し、データベース用に最適化された極めて効率的なストレージ・インフラストラクチャを実現します。Exadata 
Storage Serverソフトウェアの機能はすべて、Exadata Cloud at Customerに含まれます。 

 
Exadata Storage Serverソフトウェアに固有の数多くの機能の1つはSmart Scanテクノロジーで、これにより、デー
タ集中処理のSQL操作をデータベース・サーバーからストレージ・サーバーに直接オフロードします。データが
ディスクとフラッシュから読み取られると、SQL処理をストレージ・サーバーにプッシュすることによって、すべ
てのストレージ・サーバーでデータのフィルタリングと処理が直ちに並列で実行されます。問合せに直接関連す
る行と列だけがデータベース・サーバーに送信されます。そのため、分析の問合せが大きく加速化され、ボトル
ネックが排除され、データベース・サーバーのCPU使用率が大幅に減少します。 

Smart Scan以外にも、Exadataには、比類ないスケーラビリティ、パフォーマンス、可用性を実現する広範なソフ
トウェア機能が備わっています。その一部は次のとおりです。 

• ストレージ索引は、I/O操作を少数のインメモリ・ルックアップに置き換えることで、不要なI/O操作を回避
します。 

 
• Exafusion Direct-to-Wireプロトコルにより、データベース・プロセスがOracle RACメッセージをInfiniBandネッ

トワーク経由で直接読み取ったり送信したりすることができるため、ExadataにおけるOLTPの応答時間とス
ケーラビリティが大幅に向上します。 

• Smart Fusion Block Transferは、ノード間でブロックを移動するときに生じるREDOログの書込み遅延の影響を排
除して、OLTPのパフォーマンスをさらに向上させます。 

• Smart Flash Loggingは、Exadataストレージ・サーバーのフラッシュ・メモリ、Exadataディスク・コントロー
ラの高速RAMメモリを併用してデータベース・コミットの平均待機時間を短くすることで、OLTPを加速化しま
す。 

• Hybrid Columnar Compressionは行の手法と列の手法を併用してデータを非常に小さく圧縮することで、スト
レージ容量とI/Oを減らして、特に分析ワークロードの場合に大きなコスト節約とパフォーマンスの向上を実現
します。 

• フラッシュ・キャッシュのインメモリ列形式は、フラッシュ・キャッシュにロードされるときにデータをイン
メモリ列形式フォーマットに自動的に変換することにより、Exadata Columnar Flash Cacheの機能を拡張しま
す。Smart Scanでは、超高速の単一命令複数データ（SIMD）ベクトル命令を利用して、1つの命令で複数の列
の値を処理します。 

Exadataは、最高レベルの可用性を提供するように設計されています。各Exadata Cloud at Customerシステムに
は、完全に冗長化されたハードウェア・コンポーネントが使用されています。また、RAC、ASM、RMAN、
Flashback、Data Guardなどのデータベース高可用性（HA）テクノロジーを実現するOracle Maximum Availability 
Architecture（MAA）ベスト・プラクティスがあらかじめ組み込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連製品 

• Oracle Database Exadata Cloud 
Service 

• Oracle Exadata Database 
Machine 

• Oracle Database 11g、12c、18c、
19c 

• Real Application Clusters 

• Oracle Partitioning 

• Oracle Multitenant 

• Oracle Database In-Memory 

• Oracle Advanced Compression 

• Oracle Advanced Security 

• Oracle Active Data Guard 

• Oracle Real Application Testing 

• Oracle Advanced Analytics 

• Oracle Enterprise Manager 

• Oracle Linux 

• Oracle Virtual Machine 
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さらに、Instant Detection of Compute and Storage Server FailuresやExadata I/O Latency CappingなどExadata固有
のHA機能により、Exadataの可用性が大きく強化されます。 

Exadata Cloud at Customerシステムを使用して多数のデータベースをデプロイし、大規模なデータベース統合を
実現できます。高度に統合された環境でパフォーマンスを安定させるため、Exadataはデータベース・サーバーか
らネットワーク、ストレージにまたがるエンド・ツー・エンドの独自の優先順位付け機能とリソース管理機能を
提供します。 

Exadata Cloud at Customer：最高のクラウド・データベース・プラットフォーム 

Exadata Cloud at Customerにより、Oracleデータベースをお客様のデータセンターのExadataプラットフォーム上
で実行できます。これらはオラクルのクラウド自動化で編成され、インフラストラクチャはオラクルのクラウ
ド・エキスパートによって管理されます。Exadata Cloud at Customerのインスタンスは、世界中の数千ものミッ
ション・クリティカルなExadataサイトで実証済みのベスト・プラクティスに従って事前構成された状態で提供さ
れます。 

 
サブスクリプションの概要 

Exadata Cloud at Customerは、最短4年契約のサブスクリプションで利用できます。Exadata Cloud at Customerに
は、2つのサブスクリプション・モデルがあります。 

• Enterprise Edition Extreme Performance 

 
• Bring Your Own License（BYOL） 

 
Enterprise Edition Extreme Performance 

このサブスクリプション・モデルには、Oracle Database Enterprise Editionの全機能、およびすべてのOracle 
Database Enterprise Manager Packs、Database Enterprise Editionの全オプションが含まれます。これらの業界最先
端の機能には、Oracle Database In-Memory、Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）、Oracle Active Data 
Guard 、 Oracle Automatic Storage Management （ Oracle ASM ） 、 Oracle Partitioning 、 Oracle Advanced 
Compression、Oracle Advanced Security、Oracle Database Vault、Oracle Real Application Testing、Oracle OLAP、
Oracle Advanced Analytics、Oracle Spatial and Graphなどが含まれます。Exadata Cloud at Customer PaaSサブス
クリプションにはOracle Multitenantも含まれているため、高い統合密度、迅速なプロビジョニングとクローニン
グ、効率的なパッチ適用とアップグレードデータベースの大幅な簡素化が実現します。このサブスクリプショ
ン・モデルは、既存のOracleデータベース・ライセンスをお持ちでないお客様、または現在ライセンスを受けてい
る機能以外にOracleデータベースの機能を使用したいとお考えのお客様にとって理想的です。 

Oracle Exadata Cloud：互換性、スケーラブル、可用性、安全性 
何百万ものミッション・クリティカルなデプロイで実証済みの、数十年にわたるデータベース・イノベーション 

 
図1：Exadata Cloud at Customer PaaSおよびデータベースとExadataのすべての機能 

Oracle Database
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Bring Your Own License（BYOL） 

Bring Your Own License（BYOL）は、クラウドへ移行する際のコストを最小限に抑える目的で設計されています。
BYOLモデルでは、既存のOracle Enterprise Editionライセンスとデータベース・オプション・ライセンスを、
Exadata Cloud at Customer上にデプロイできます。Standard Editionは、Exadata Cloud at Customerではサポート
されていません。 

 
お客様がDatabase Enterprise Editionライセンス・エンタイトルメントをOracle Exadata Cloud at Customerに持ち
込むと、データベース・オプションおよび管理パックのオンプレミスのライセンス・エンタイトルメントが不要で、
Oracle Transparent Data Encryption（TDE）、Diagnostics Pack、Tuning Pack、Data Masking and Subsetting Pack、
およびReal Application Testingを使用する権利が付与されます。Exadata SystemソフトウェアはBYOLサブスクリプ
ションにも含まれるため、BYOLのお客様はExadata System Softwareのライセンス・エンタイトルメントを持ち込
む必要がありません。 

 
サービスの概要 

お客様は、Oracle Database 19c, Oracle Database 18c、Oracle Database 12c Release 2（12.2.0.1）、Oracle 
Database 12c Release 1 （12.1.0.2）、Oracle Database 11g Release 2（11.2.0.4）、またはこれらの組み合わせを選
んでデプロイできます。お客様は、JDBCやOCIなど標準のOracle Net Servicesクライアントを使用して、アプリ
ケーションからデータベースに接続できます。図1に示すように、Exadata Cloud at Customerには、基盤となる
Oracle Exadataプラットフォームの機能もすべて含まれています。 

 
2台のデータベース・サーバーと3台のストレージ・サーバーを収容するベース・システムからExadata構成を選択
できます。お客様は、選択した構成のハードウェア制限内の任意のコンピューティング・コア数（OCPU）でデー
タベース・サーバーを動的にプロビジョニングします。料金は、Exadataハードウェア構成のサイズと有効なコン
ピューティング・コアの数に基づいて決定されます。ビジネスの拡大に伴い、コンピューティング・コアを完全に
オンラインで有効化または無効化できるため、必要な処理能力の分だけしか支払いが生じません。選択した構成の
すべてのディスク/フラッシュ・ストレージ、IOPS、メモリはサブスクリプション料に含まれます。Exadata Cloud 
at Customerへのネットワーク通信料はありません。 

 
リソース要件がより大きいお客様は、1/4ラック、ハーフ・ラック、フル・ラックなどさらに大きいExadataシェイ
プを選択して、コンピューティング、ネットワーク、ストレージの容量を増やすことができます。表1に、Exadata 
Cloud at Customerの各シェイプの詳細な仕様を示します。 

 
Cloud Control Plane 

お客様は、Exadata Cloud at Customerシステムを管理でき、Cloud Control Planeを使用してプラットフォーム上で
稼働するデータベースのライフサイクル管理操作を実行できます。Cloud Control Planeは、Oracle Public Cloudで
実行される高度なソフトウェア・スイートです。お客様は、Webブラウザ、コマンドライン・インタフェース
（CLI）、またはREST APIを使用し、セキュアなリンクを通じてCloud Control Planeに接続できます。Cloud 
Control Planeを使用してお客様が実行できる操作には、ユーザー管理、データベースの作成/削除、バックアップ、
リストア、パッチ適用、監査、およびOCPUスケーリングなどがあります。Control Planeのもう1つのおもな機能
として、顧客の使用状況を追跡し、使用分に対してのみ請求する機能があります。 

 
Cloud Control Planeには高度なID管理システムが含まれ、これによって複数の部門またはグループがOracle Cloud 
Infrastructureテナンシを共有できます。コンパートメントによって、リソース間のアクセス制御が可能になり、
Exadata Cloud at Customerのようなリソースへのアクセスを1つのテナンシ内で編成して制御するための効果的な
メカニズムが提供されます。 

 
ポリシーを使用して、職務の分離のために1つのデータベース内で詳細な権限を付与できます。たとえば、ある管
理者がバックアップを担当し、別の管理者がパッチ適用を担当することが可能になります。 

Exadata Cloud at Customerによって使用されるCloud Control Planeは、Exadata Cloud Serviceでも使用されます。
これにより、お客様は、まったく同じUXおよびREST APIを使用して、Exadata Cloud ServiceとExadata Cloud at 
Customerの両方で作業ができます。 
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お客様が最終的にOracle Public Cloudへの移行を選択した場合は、Cloud at Customer環境向けに開発された自動
化スクリプトへの投資はすべて保持されます。 

 
Exadata Cloud at Customerへのセキュアなリモート・アクセス 

コントロール・プレーンの手順は、Exadata Cloud at CustomerとCloud Control Planeの間のセキュアな専用トンネ
ルを通じてExadata Cloud at Customerシステムへ送信されます。Oracle Cloud Operationsスタッフは、リモート監
視、保守、およびトラブルシューティングのために、同じトンネルを使用してExadata Cloud at Customerインフ
ラストラクチャにアクセスします。Exadata Cloud at Customerラックにインストールされている2台のコントロー
ル・プレーン・サーバーは、セキュアなトンネル・エンドポイントをホストし、インフラストラクチャへアクセ
スするためのゲートウェイとして機能します。また、これらのサーバーは、クラウドの自動化を編成し、Exadata 
Cloud at Customer環境からテレメトリ・メッセージを集約してOracle Support Servicesインフラストラクチャに送
り、データベース・グリッド・インフラストラクチャおよびインフラストラクチャのパッチ適用のためのイメー
ジをホストするコンポーネントをホストします。コントロール・プレーン・サーバーからCloud Control Planeへの
最小ネットワーク帯域幅は50 Mbpsです。 

 
以下の図は、Exadata Cloud at Customerの典型的な構成を示したものです。 

Gen 2 Exadata Cloud at Customerの管理フロー 

図2：Exadata Cloud at Customerの典型的なデプロイメント 

 
管理 

お客様はOracle DatabaseとOSのすべての機能にアクセスできるため、オンプレミスのOracleデプロイメントから
Exadata Cloud at Customerにスムーズかつ簡単に移行できます。Oracle Exadata Cloud at Customerの各インスタ
ンスは、Exadataシステムのデータベース・サーバーごとに、お客様が所有するDomUと呼ばれる単一の仮想マシ
ン（VM）が存在するように構成されています。お客様は、Exadataデータベース・サーバーDomUのroot権限と
OracleデータベースのDBA権限を持ちます。Exadataデータベース・サーバーを自由に構成し、Exadataデータベー
ス・サーバーにエージェント・ソフトウェアをさらにロードして、ビジネス基準やセキュリティ監視の要件を満
たすことができます。 

 
お客様は、一般的なデータベース管理タスクやOS管理タスクに、データベースのプロビジョニング、バックアッ
プ、パッチ適用、およびアップグレードに対応したクラウド自動化を使用できます。データベースとOSの更新は、
お客様が希望のスケジュールで開始できます。Exadata Cloud at Customerのベースとなるインフラ（Exadata 
InfiniBandネットワーク、ストレージ・サーバー、コンピューティング・ノード、ハイパーバイザ、Exadata 
System Softwareを含む）は、Oracle Cloud Operationsによってデプロイ、監視、保守、管理されます。そのため、
お客様はインフラ保守のプロジェクトに忙殺されることなく、中核業務に必要なアプリケーションやビジネス・
ロジックに集中して取り組むことができます。その結果、タイム・ツー・マーケットを短縮し、供給力を高め、
ビジネス・リスクを軽減できるようになります。 

クラウドUIまたはREST APIの呼び出し 

お客様側の管理者 

イントラネット 

セキュアなトンネル 

アプリケーション・

サーバーによる 
データベース・ 

アクセス 

ローカルの 
コントロール・ 

プレーン・サーバー 
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アウトバウンド 
・状態の遠隔測定 
・アラート 
 
インバウンド 
・データベース/GI ライフサイクルの呼び出し 
・VMライフサイクルの呼び出し 
・インフラストラクチャ・ライフサイクルの 
呼び出し 
・スケールアップ/スケールダウン 
・トラブルシューティングとインシデント管理 

Oracle Public Cloud 
Control Plane 
デプロイ、監視、 
ライフサイクル 

2つの要素に 
よる認証 

Cloud Operations 

Oracle Public Cloud 
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Oracle Cloud Operations 

Oracle Cloud Operationsは、Exadata Cloud at Customerサービスのインフラストラクチャ・コンポーネントを監視
して維持します。おもなコンポーネントとアクティビティには、以下が含まれます。 

• 管理対象のコンポーネント 
 

– Exadata Storage Serversおよびデータベース・サーバー（Dom0） 
 

– 配電ユニット（PDU） 
 

– InfiniBandネットワークおよびスイッチ 
 

– 管理スイッチ 
 

– コントロール・プレーン・サーバー 
 

– Oracle VM（ハイパーバイザ） 
 

– Exadata System Softwareとすべてのファームウェア 
 

• アクティビティの監視 
 

– Exadata Cloud at Customerのインフラストラクチャ・レイヤー・インシデントの監視、管理、および根本原
因解析 

 
– しきい値のパフォーマンス分析 

 
• メンテナンス作業 

 
– ハイパーバイザ内のバグとセキュリティ修正 

 
– Exadata System Softwareの更新およびアップグレード 

 
– ネットワーク・コンポーネントやInifiniBandスイッチを含むハードウェア・コンポーネントのファームウェア

更新およびアップグレード 
 

– インフラストラクチャ・ソフトウェアとOracle Public Cloudの整合性を保つためのインフラストラクチャの事
前アップグレード 

 
– お客様が続いてデプロイできるように、オペレーティング・システム、データベース、およびグリッド・イ

ンフラストラクチャの更新のステージングを実施 

 
オラクルによるデプロイメント 

Exadata Cloud at Customerには、専門のオラクル・ハードウェア・エンジニアによるデプロイメントが含まれま
す。エンジニアが現場を訪れ、お客様のデータセンターでハードウェアをデプロイし、システムをネットワーク
に接続して、Oracle Cloud Control Planeと通信できるようにシステムを構成します。システムを引き渡す前に、オ
ラクルがシステムのエンド・ツー・エンドの検証を行い、データベースをデプロイする準備ができていることを
確認します。 

 
バックアップとリカバリ 

Exadata Cloud at Customerは、自動的な組込みのデータベース・バックアップ機能を提供し、毎週のフル・バッ
クアップおよび日常的な増分バックアップを実行します。お客様はバックアップを、Exadataシステムに直接プロ
ビジョニングされたファスト・リカバリ領域（FRA）のローカル・ディスク上、Oracle Cloud Object Storageサー
ビス内、またはローカルのZero Data Loss Recovery ApplianceあるいはNFS Filerに保存することを選択できます。
また、お客様は、お客様が管理する仮想マシン（DomU）に必要なエージェントをインストールすることによって、
サードパーティのバックアップ・ソリューションを使用できます。 
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Exadata Cloud at Customerの拡張 

Exadata Cloud at Customerにより、ビジネス状況の変化に応じてビジネスを容易に拡大できます。ほとんどの場
合、オンプレミス・システムや、他のクラウド・プロバイダーに共通する予約済みクラウド容量ソリューション
が必要になるワークロードの最大ピーク時に、コストのかかるサイジングを行う必要がなくなります。 

 

クラウド・スケーラビリティを利用するユースケースの例としては、ログの適用に必要な最小のレベルでスタン
バイ・データベースを実行している場合に、スタンバイをアクティブ化する必要が生じた際は拡張を行うケース
があります。別の一般的なユースケースとしては、たとえば、休日にワークロードのピークが来る小売店では、
日、週、月、四半期、または年によってワークロードが増減する場合があります。容量の調整は必要なだけ、完
全にオンラインで実行できます。OCI CLIおよびREST APIによって、お客様は、メトリクスまたはスケジュールの
どちらかに基づいてシステムを自動的にスケール・アップまたはスケール・ダウンするスクリプトを作成できま
す。お客様への請求は、1時間単位の請求期間内のピーク使用量に対してのみです。 

 

Exadata Cloud at Customerシステムの容量が最大に達した場合、お客様は追加のExadata Cloud at Customerサブ
スクリプションを入手して、データベース・ワークロードを複数のExadata Cloud at Customerシステム間で分散
できます。 

 

クラウドのシンプルさを備えたエンタープライズ・クラスのセキュリティをデータセンターに 

Exadataは、オラクルのセキュリティ専門家と世界中の数百人を数える業界の専門家による精査の恩恵を受けていま
す。Exadata Cloud at Customerでは、お客様のデータセンターの物理的な保護の下で、ExadataがOracle Cloud 
Serviceとして提供されます。このサービスでは、ハードウェア・インフラ、ネットワーク、Exadataプラットフォー
ム、およびOracle Databaseにデプロイされた、包括的なセキュリティ対策が敷かれています。Exadata Cloud at 
Customerのセキュリティ機能では、お客様のデータ・アクセスとOracle Cloud Operationsが隔離されるので、
Exadata Cloud at Customerを出入りするデータや、システム上に存在するデータ、システムへのアクセス、そして
システム上で実行されるコードが、すべて安全に保たれます。オラクルのクラウド自動化は、強力なパスワードと
データ暗号化をすべてのデータベース上に適用し、お客様が迅速かつ簡単にオラクルの最新のセキュリティ・パッ
チによってデータベースの更新を維持できるようにすることによって、セキュリティをさらに強化します。 

 

Exadata Cloud at Customer Infrastructure Securityは、システムの構成要素である物理サーバーおよびコンポーネ
ントを保護します。インフラストラクチャのセキュリティ機能には、次が含まれます。 

• ハードウェア・コンポーネントが、そのコンポーネントを提供したベンダーからの有効なコードのみを実行す
るようにする、ほとんどのハードウェア・コンポーネント上のベンダー署名済みファームウェア 

• すべてのOracleデータベース・データで常に暗号化を使用できるように、ネイティブに近い暗号化および復号
化速度を提供するハードウェア・アクセラレーション 

• 独自の方法でExadata Storage Serverインフラストラクチャに復号化処理を移行させる、インフラストラクチャ
の最適化 

• 顧客ドメインとOracle Cloud Operationsの間にセキュアな独立性を提供する仮想マシン 

 

お客様は、Oracleデータベースのデータには、そのデータにアクセスする明示的な権利を持つユーザーのみがアク
セスできるように完全に管理できます。Oracle Cloud Operationsは、インフラストラクチャ・サポートの職務を実
行する目的でお客様のデータにアクセスすることはありません。 
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Exadata Cloud at Customerのネットワーク・セキュリティは独立したネットワークを使用して実装されており、各
ネットワークには重要なデータ処理タスクを保護するための追加のセキュリティ対策が備わっています。ネット
ワーク・セキュリティ機能には次のものがあります。 

• 内部InfiniBandネットワーク：InfiniBand PartitioningによりストレージおよびRACインターコネクト・トラフィッ
クを保護 

 
• カスタマー・クライアント・ネットワーク：Oracle Net Encryptionにより、データベースへのアプリケーショ

ン・トラフィックを保護 

 
• カスタマー・バックアップ・ネットワーク:Oracle Net Encryptionにより、バックアップ、データのロード、

Oracle Data Guardを使った防災対策など、高帯域幅のユースケース用のトラフィックを保護 

• お客様による、DomUに直接マッピングされるVLANの管理 

 
Exadata Cloud at Customer Platform Securityは、Exadata Cloud at Customer Compute Nodeプラットフォームを提
供する、お客様がアクセス可能な仮想マシンを基盤にしています。Exadata Cloud at Customerプラットフォーム向
けのオペレーティング・システムのデプロイメントは以下のとおりです。 

• 最小限のLinuxディストリビューション。これにより、Oracle Databaseを実行するために必要なパッケージのみ
がインストールされて有効化されるようにします 

• 攻撃対象領域を最小化する、最小限のオープン・ポートおよび実行中のサービス 

 
• お客様の仮想マシンへのセキュアなアクセスを提供するトークンベースのSSH 

 
• アクセスおよび変更を追跡する包括的なロギングと監査 

 
お客様にはExadata Compute Nodeソフトウェアを実行する仮想マシンへの完全なrootアクセスがあり、さらに
ツールを追加して、ソフトウェア・エージェントのインストール、iptablesファイアウォールの構成、LDAP認証な
どの既存のセキュリティのベスト・プラクティスを実装できます。 

 
Exadata Cloud at Customer Database Securityは、Oracleデータベースのエンタープライズ・セキュリティ機能に基
づいています。Enterprise Edition Extreme Performanceのサブスクリプションには、透過的データ暗号化（TDE）、
Database Vault、Label Security、改訂、サブセット化、マスキングなど、Oracle Advanced Securityのすべての機能
が含まれます。BYOLでは、透過的データ暗号化（TDE）およびData Masking and Subsettingパックのエンタイトル
メントが、Exadata Cloud at Customerに移行するOracle Database Enterprise Editionライセンスに追加されます。 

TDE暗号化キーは、デフォルトではお客様のExadata Compute Node VMのパスワードで保護されたOracleウォレッ
トに保存されます。お客様は、Oracle Key Vaultや商用ハードウェア・セキュリティ・モジュール（HSM）などの外
部鍵ストアを任意で設定することで、アクセスおよび職務をさらに分離することができます。 

 
Exadata Cloud at Customerへの移行 

オンプレミスのデータベースとExadata Cloud at Customerにデプロイされたデータベースとの間には完全な互換性
が確保されているので、Exadata Cloud at Customerへの移行は簡単で低リスクです。オラクルでは、停止時間が必
要または不要な移行、およびLinux x86プラットフォームまたは他のサポートされるOracleデータベース・プラット
フォームからの移行を簡単にするツールを提供しています。 

 
まとめ：ITを変革し、ビジネスの可能性を解放 

Oracle Gen 2 Exadata Cloud at Customerは、もっとも高速で強力かつ可能性の高いプラットフォームである
Exadata上にもっとも多様で機能性に優れたデータベース・テクノロジー、Oracle Databaseを配し、お客様のサイ
トにデプロイしたOracle Cloudソフトウェアの簡素性と費用対効果を実現します。 
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企業で実証済みのデータベース機能を即座に利用して、生産性の最大化、リスクの軽減、価値創出までの期間短縮
を図ることができます。お客様は、SQLの機能性、パフォーマンス、可用性、データ・モデル、またはトランザク
ションの完全性を犠牲にしなくても、クラウドを利用できます。オンプレミス・アプリケーションへの変更も不要
なため、素早く簡単にクラウドに移行したり、ハイブリッド・クラウド戦略をデプロイしたりすることができます。
お客様は、既存投資を活用することで、既存のオンプレミスのデータベース・ソフトウェア・ライセンスを
Exadata Cloudで使用できます。Exadata Cloudを使用すると、限られたITの人材をインフラストラクチャの管理や
保守に充てる必要がなくなります。 

Exadata Cloudは、Oracle Database Exadata Cloud Serviceを備えたパブリック・クラウド、またはOracle Gen 2 
Exadata Cloud at Customerを備えたお客様自身のデータセンターに独自の方法であらゆるメリットを提供します。 
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表1：Exadata Cloud at Customer X8-2：技術仕様 
 

サーバー・タイプ ベース・システム クォーター・ラック ハーフ・ラック フル・ラック 

データベース・サーバー数 2 2 4 8 

OCPUの最大数 48 100 200 400 

総メモリ容量（GB） 720 1,440 2,880 5,760 

ストレージ・サーバー数 3 3 6 12 

ストレージ・サーバーのコア総数 144 144 288 576 

総フラッシュ容量（TB） 38.4 76.8 153.6 307.2 

使用可能なディスクの総容量1 （TB） 74.8 149.7 299.4 598.7 

DB最大サイズ 
（非ローカル・バックアップ）1 （TB） 59.9 119.8 239.5 479.0 

DB最大サイズ 
（ローカル・バックアップ）1 （TB） 29.9 59.9 119.8 239.5 

SQLフラッシュ最大帯域幅2 （GB/秒） 25 64.5 129.0 258.0 

SQLフラッシュ最大読取りIOPS3 562,500 1,194,000 2,388,000 4,776,000 

SQLフラッシュ最大書込みIOPS4 518,000 1,088,000 2,176,000 4,352,000 

SQLディスク最大帯域幅2（GB/秒） 2.7 5.4 10.8 21.5 

SQLディスク最大IOPS3 3,900 7,800 15,600 31,000 

データ・ロード最高速度5（TB/時） 3.8 7.5 15 30 

ネットワーク接続 
データベース・サーバーあたり： 
• 2x10/25 Gbイーサネット（バックアップ） 
• 2x10/25 Gbイーサネット（クライアント） 

1 有効容量は、領域という用語に通常使用される2の累乗で測定されています（1 TB=1024 * 1024 * 1024 * 1024バイト）。この容量は、ASMの高冗長構成で必要とされる領域を考慮
に入れ、ドライブ障害から回復した後、ただしデータベースの圧縮前に、データベースを作成するために使用可能な実際の容量です。 

2 帯域幅は、データベースの圧縮がないと仮定して、SQLを実行して達成される物理スキャンのピーク帯域幅です。データベース圧縮を使用すると、有効なユーザー・データ帯域幅
は大きくなります。 
3 SQL実行時の8000 I/Oリクエストに基づいています。 
4 SQL実行時の8000 I/Oリクエストに基づいています。冗長性を維持するために複数のストレージI/Oを発行するASMミラーリング後の、ストレージ・サーバーで測定されたフラッ
シュ書込みI/O。 
5 ロード速度は通常、I/Oではなく、データベース・サーバーのCPUによって制限されます。速度は、ロード方法、索引、データ型、圧縮、パーティションによって変動します。 

 
技術仕様に関するその他の注記： 

1) 各ラックの高さは42 RU（ラック・ユニット）です。Oracle Cloud Operationsによってインフラストラクチャが管理されるように、冗長配電ユニット（PDU）×2、36ポートQDR 
（40 Gb/秒）InfiniBandスイッチ×2、48ポートCisco Ethernetスイッチ×1が搭載されています。 

2) 付属スペア・パーツ・キット：NVMe PCIフラッシュ・カード×1、および大容量ディスク×1。 

3) ベース・システムは、最小限のExadata Cloud at Customer構成です。各ベース・システムのDBサーバーには、26コアCPU×1（お客様は24コアが使用可能）および64 G DIMM×6が
インストールされています（360 GB が使用可能）。 

4) あらゆるExadata Cloud at Customer X8構成のデータベース・サーバーに、1.2 TBローカル・ドライブ×4が搭載されています 
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Exadata Cloud at Customer X8-2の環境仕様 
 

メトリック フル・ラック ハーフ・ラック クォーター・ラック ベース・システム 

高さ 2,000 mm（78.74インチ） 

幅 601 mm（23.66インチ） 

奥行き 1,197 mm（47.13インチ） 

騒音（動作時） 9.4 B 9.1 B 8.9 B 8.9 B 

重量 883.9 kg（1,948.7ポンド） 591.5 kg（1,304.1ポンド） 449.0 kg（989.8ポンド） 435.9 kg（961.1ポンド） 

最大消費電力 17.0 kW（17.3 kVA） 9.3 kW（9.5 kVA） 5.4 kW（5.5 kVA） 4.5 kW（4.6 kVA） 

標準消費電力1 11.9 kW（12.1 kVA） 6.5 kW（6.6 kVA） 3.8 kW（3.9 kVA） 3.2 kW（3.2 kVA） 

最大使用時の冷却能力 
58,013 BTU/時 31,658 BTU/時 18,480 BTU/時 15,380 BTU/時 

61,204 kJ/時 33,399 kJ/時 19,497 kJ/時 16,226 kJ/時 

標準使用時の冷却能力 
40,609 BTU/時 22,160 BTU/時 12,936 BTU/時 10,766 BTU/時 

42,843 kJ/時 23,379 kJ/時 13,648 kJ/時 11,358 kJ/時 

最大使用時のエアフロー2 2,686 CFM 1,466 CFM 856 CFM 712 CFM 

標準使用時のエアフロー2 1,880 CFM 1,026 CFM 599 CFM 498 CFM 

動作時温度/湿度：5 ºC～32 ºC（41 ºF～89.6 ºF）、サーバーのフロント・ベゼルに向けられた産業用温度測定器で測定。10 %～90 %の相対湿度、結露なし 

動作時高度：最大3,048 m（高度900 m以上では300 m上昇するごとに最大周囲温度が1 °C低下） 
1 標準消費電力は、アプリケーションの負荷によって変わります。 
2 エアフローは前面から背面へと流れる必要があります。 
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Exadata Cloud at Customerの準拠規格と認定規格 

 

準拠規格1 安全性： UL/CSA 60950-1、EN 60950-1、IEC 60950-1 CB Scheme（各国の規定に準拠） 

 RFI/EMI： EN55032、EN61000-3-11、EN61000-3-12 

 排出量： EN300 386 

 イミュニティ： EN55024 

認定規格1 北米（NRTL）、欧州連合（EU）、International CB Scheme、BSMI（台湾）、C-Tick（オーストラリ

ア）、CCC（PRC）、MSIP（韓国）、CU EAC（関税同盟）、VCCI（日本） 

EU 指令 2014/30/EU低電圧指令、2014/30/EU EMC指令、2011/65/EU RoHS指令、2012/19/EU WEEE指令 

1 参照されている準拠規格と認定規格はすべて、本データ・シートの執筆時点での正式な最新版です。その他の国の準拠規格/認定規格が適用される場合もあります。準拠規格や

認定規格の順守はコンポーネント・レベルで行われている場合があります。 
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